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強震動記録に基づく福岡県震度計観測点のサイト増幅特性の抽出

Extraction of site amplification effects at seismic intensity meter stations
in Fukuoka Prefecture
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福岡県の震度観測点で観測された,2005年福岡県西方沖地震の余震を含む強震記録から各点のサ
イト増幅特性を川瀬・松尾(2004)のスペクトルインバージョン法により抽出した。川瀬・松尾(2
004)は，日本全国のK-NET，KiK-net，JMA震度計観測網の強震記録をスペクトル分離解析しサ
イト増幅特性を求めており，サイト増幅特性が求められた福岡県内の観測点の数は36点である．
本研究では福岡県の震度観測点のうち計98点の記録を解析した．これにより，福岡県内のサイト
増幅特性がより高密度で得られることになり、福岡地域における強震動予測にとって有用であ
る.
 インバージョンには基準観測点が必要であるが，基準観測点には岩盤（花崗岩）に設置されて
いるKiK-net宇美を用いた．川瀬・松尾(2004)の方法では，基準観測点のサイト増幅特性も考慮
した絶対的なサイト増幅特性が求まる．今回の発表では，基準観測点としたKiK-net宇美のサイ
ト増幅特性は，著者らが求めたものではなく，川瀬・松尾(2004)により求められたものを用い
る。これにより，川瀬・松尾(2004)により求められたK-NET，KiK-net，JMA震度計観測点にお
ける増幅特性と本研究で求められた福岡県震度計観測点におけるサイト増幅特性を等価に扱うこ
とができるからである。解析の結果，大きな増幅率を示した観測点は微地形区分図で砂地，扇状
地，湿地，谷底などにあたり，概ね微地形区分図と良い対応を示した．発表では，求められた各
観測点のサイト増幅特性について示す.
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